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Abstract
The purpose of this study was to elucidate changes experienced by local people who have engaged 
in activities related to a farmers’ market management in Nagano prefecture as a registered member. 
We qualitatively analyzed semi-structured interview data from 9 members who agreed to participate 
in the study. The interviews focused on exploring what brought them to become its member, and 
some changes they have experienced since then. The results identifi ed 5 core-categories consisting of 
15 sub-categories. The core categories were “Activities related farmers’ market provided occasions 
for making tighter networks among people and more relations with the community than before,” 
“They motivated people to start new lifestyle and brought about something to live for,” “They have 
let them feel healthy and fi t” “The farmers wished their community vitalized,” and “Farmers’ market 
business must be kept going.” The farmers’ market that has been managed continuously by 
community participants may significantly provide networks of people, effective use of their 
agricultural products, and social capitals to be created.

要旨
　本研究は、長野県のA直売所に関わることで生じた会員の変化を明らかにすることを目的と
した。直売所の会員で同意が得られた者を対象に、直売所に関わったきっかけや直売所と関
わったことで生じた変化について半構成的面接を行い、インタビュー内容を質的に分析した。
その結果、会員9名の面談から、15のカテゴリで構成される5つのコアカテゴリ【人や地域と
のつながりが強まる】【新たな生き方や生きがいが生まれる】【健康や元気を実感する】【地域
の活性化を願う】【直売所の継続に努める】が抽出された。地域の住民が参加できる直売所が継
続運営されることにより、人々が繋がり、身近な農産物を活かした活動が広がることで、地方
の農村地域におけるソーシャルキャピタルを醸成するためのネットワークの強まりを可能にす
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Ⅰ．緒言

　農村地域は高度成長期以降、農林業の衰退
および若年層減少と急激な高齢化が進み、農
村の高齢者の割合は日本全国と比較して20
年程度先に進んでいる（農林水産省農村振興
局農村政策課, 2008）。高齢期は身体的衰退と
様々な喪失が目立つ時期と位置付けられてい
る。かつてのコミュニティが変化するなか、
高齢者の孤立化のリスクが高まっている。例
えば、社会的ネットワークの程度が低く社会
との接触が少ない人は、社会との接触が高い
人と比較し死亡率が1.8-4.8倍高くなるとい
う報告がある（Berkman＆Syme, 1979）。ま
た、社会的な活動は健康に貢献することが報
告されている（長田, 鈴木, 高田, 西下, 2010）。
　農村地域に設営されている農産物直売所で
は、地域の農業関係者や消費者が集まる交流
の機会があり、地域開発の手段でもある。農
産物直売所（以降「直売所」）とは農林水産省統
計部が称する「産地直売所」と同義であり、生
産者が自ら生産した農産物（農産物加工品を
含む）を生産者または生産者のグループが定
期的に地域内外の消費者と直接対面で販売す
るために開設した場所、または施設のことで
ある（農林水産省統計部, 2005）。直売所の始
まりは、集落組織、生活改善グループ、農協
女性部等を母体とした生産者組織による直売
所が全国各地に出現した1980年代以降であ
り、その多くは少人数で組織され、当番制に
よってメンバーが労力を分け合っていた（櫻
井, 2008）。少人数の女性グループで直売所を
開設し、20年以上運営を継続してきた新潟
県の農業協同組合婦人部のリーダーは、「当
時余った野菜を売ってお金をもらうことに反
対する意見も多かった。そのようななか、野
菜を売るのは恥ずかしくない、女性に通帳を

持たせたいと説得して歩いた。売れ残りは自
分が買い取る覚悟でスタートした」（川崎, 
2014）と、女性の自主的な活動を語っている。
　長野県のA直売所も生活改善グループで
学んだ女性グループが20年前に自主的な活
動により開設したものであり、現在は300名
の会員を有する。直売所には地域農業振興、
地域農家活性化、農家や女性農業者の自立、
地域おこし、地産地消推進などと地域に密着
した目的をもって設立される場合が多く、直
売所経営改善マニュアル（都市農山村交流活
性化機構, 2010）には、組織運営について明確
な理念や基本方針を確立しておくことが重要
であると述べられている。A直売所の申し合
わせにも基本方針として、安全安心な農産物
をおすそ分けの精神で消費者に提供、消費者
と生産者の交流、地域活性化の拠点、老若男
女の交流、高齢者の生きがいづくり、ボラン
ティア精神の養成、女性の自立が明記されて
いる。こうした基本方針に基づき、A直売所
では利益拡大ではなく、地域づくりを最優先
の目的とし、新しい漬物の開発等により「食
アメニティコンテスト」で特別賞を受賞した
（信濃毎日新聞, 2016）。また、農業体験や食
育教育も実施している。
　農林水産省の平成21年度農産物地産地消
等実態調査結果（2011）によると、全国直売所
16,816か所のうち、運営主体は農業協同組合
32.1％が最も多く、生産者・生産者グループ
は28.0％であり、第3セクターや地方公共団
体の規模の大きな直売所が出てきている。ま
た、直売所間の競合や、生産者の高齢化や減
少に伴い販売額の減少が直売所継続の課題と
なっている（小柴, 2005）。直売所経営改善マ
ニュアル（都市農山村交流活性化機構, 2010）
によると、地域活動であると同時に商売であ
る直売所には、先見性のあるリーダーが必要

る場であると考える。
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であるとされる。長期間にわたって直売所経
営を維持するためには会員の協力体制と商売
の要素が必至である。
　ソーシャルキャピタルとは、「人々の協調
行動を活発にすることによって社会の効率性
を改善できる。信頼、規範、ネットワークと
いった社会的組織の特徴」（Putnam, 2000）
と定義される。A直売所に関わる会員のネッ
トワークは地域開発と信頼関係、規範を共有
する意味で、地域のソーシャルネットワーク
であることととらえることができよう。しか
し、ネットワークとしての直売所に関わるこ
とで、住民の生活意識が具体的にどのように
変わってきたかはこれまで明らかにされてい
ない。そこで、本研究の目的は、A直売所の
運営にかかわったことで生じた会員の変化を
明らかにすることとした。
　20余年の長期に渡って経営が継続されて
きた直売所に関わる会員の認識を明らかにし、
農村の地域づくりのための情報提供に貢献す
るものである。

Ⅱ．研究方法　

１．研究対象者

　A直売所を立ち上げたB氏と、直売所の運
営に協力してきた会員および生産物を出荷し
ている会員のうち、調査への協力を同意した
者とした。

２．調査方法

　調査期間は2016年8月から10月。調査場
所は、対象者の希望に沿い、直売所の食堂及
び休憩室とし、プライバシーを守ることに配
慮した。インタビューは30分から1時間程度
の面接を実施した。
　調査内容は、対象者の背景については調査
票を用いて自記式記入を依頼し、記入が難し
い場合は聞き取りにて記録した。インタビュ
ーは半構成的面接の手法を用いて、インタビ

ューガイドにて「直売所にかかわるきっかけ」
「直売所と関わりはじめてからの生活変化」
「直売所でのかかわりで大切にしてきたこと」
「直売所と関わって感じたこと」を設問とし、
対象者の同意を得てICレコーダーに録音し
た。録音の同意を得られなかった場合は、フ
ィールドノートにメモとして記録した。

３．分析方法

　質的・記述的に分析した。記録したインタ
ビューデータから速やかに逐語録を起こし、
直売所でのかかわりが会員の生活に影響した
内容が語られた文脈を読み取ってコードを作
成した。コードの内容を考慮し、抽象度を上
げ、カテゴリ、コアカテゴリを作成した。内
容の妥当性については、分析を進める過程に
おいて共同研究者間で繰り返し検討を重ね、
確認を行った。

４．倫理的配慮

　調査対象者には研究の主旨を文書と口頭で
説明し、同意を得た。研究協力の自由意思、
プライバシーの保護、匿名性、中断の自由な
どを保障し、不利益のないことを説明した。
　本研究は、佐久大学倫理委員会の承認を得
て実施した（承認番号20160002号）。

Ⅲ．結果

１．研究協力者の概要

　研究参加の同意が得られた対象者は9名で
あった。協力者の概要を表1に示した。男性
4名、女性5名、平均年齢67.2（±9.7）歳であ
った。職業は、農業5名、パート3名、その
他1名であった。直売所への関わりは、直売
所に関する事業と出荷に関わっている者が4
名、出荷のみが5名であった。研究協力者は
いずれも地域の役員経験があり、その種類の
数は1から7で、内容は、隣組長、公民館役
員、保健補導員などであった。
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２．直売所に関わって生じた住民の変化

　分析の結果、5つのコアカテゴリ、15のカ
テゴリが抽出された（表2）。
　コアカテゴリを【　】、カテゴリを［　］、コ
ードを≪　≫で示す。また、データを「　」、
データ中の（　）は研究者による補足を記した。
１）【人や地域とのつながりが強まる】
　直売所に関わったことで、出荷する会員、
経営者、顧客等様々な人との交流が始まり
［人や地域とのふれあいが生まれる］場となっ
ていた。「直売所に来るといろいろな人に会
える。あの人、どうしたかな…と思っている
人にも会えるからね」と、今までの交流範囲
が広がり、また、夫婦間であっても「あまり
共通の話題がなかったのですが、家族の会話
が増えました」と、身近な人との関係にも変
化が生まれていた。特に、［人を惹きつけら
れるリーダーがいる］ことは大きく、学びた
い、支援したいとの気持ちが生まれることに
よって、直売所や人との関わりが強くなって
いき、「とにかくリーダーさんたちががんば
ってやっているので、少しでもお手伝いして
いければなあと思っています」と語られてい

た。しかし、反面、［ひと付き合いは難しい
こともある］と感じることもあり、「焼きもち
っぽい人がいるのも事実。あんなのつぶして
やれ」と、地域の中からの中傷などもあるが、
「言いたい奴には、言わせておけ…っていう
感じですね」「自然に任せて。来る人は拒ま
ずで。去る人も、無理に追わないで…ってい
う感じで」との語りから、工夫しながら様々
な人と関わっていた。
　このような中、直売所を運営している仲間
として［支援しあえる関係性が生まれる］こと
を感じていた。「（直売所の）当番をやる人が
いなくて困ったなあーと思えば、来て下さる
方がいて」と、サポート体制が築けるような
関係性が作り上げられていき、そしてその場
に人を受け入れる土壌を作ろうという姿勢を
大切にしていた。
２）【新たな生き方や生きがいが生まれる】
　直売所への出荷や運営参加を通じて「珍し
い野菜なんかが届くと、どうやって料理する
のか聞いたりね。自分のためにもなった」と
自分の学びを感じたり、「年上の人が多いの
で、年上の人への声掛けや話し方とか勉強に

表１　研究協力者の概要

NO 性別 年齢 家族構成 職業 直売所への
かかわり

地区の
役員歴の数 主な役員歴

1 女性 60代後半 夫婦二人 農業 直売所に関する事業
出荷 7 食生活改善推進員、

保健補導員等

2 男性 70代後半 夫婦二人 農業
自営業

直売所経営
出荷 3 隣組長、公民館役員等

3 女性 50代後半 3世代 パート 直売所に関する事業
出荷 2 保健補導員

PTA

4 女性 40代後半 2世代 パート 直売所に関する事業 1 PTA

5 女性 70代後半 夫婦二人 パート 出荷 2 老人会等

6 女性 60代後半 夫婦二人 農業 出荷 2 婦人会長
保健補導員

7 男性 60代後半 1人 その他 出荷 2 隣組の3役、自治会役員

8 男性 70代後半 夫婦二人 農業 出荷 4 隣組長、
交通安全協会等

9 男性 70代前半 夫婦二人 農業 出荷 7 隣組長、
土地改良区担当等
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表２　直売所に関わって生じた住民の変化
コードカテゴリコアカテゴリ

家族の中が深まる
近所とさらにつながる
お客さんとつながりができる
いろいろなひとと新しくつながる
保育園を通じて地域と関わる
付き合いは大切
いろいろな人に助けてもらっている
ボランティアとして支えてくれる
必要とされる受け入れ体制
リーダーから学ぶ
リーダーを応援したい
やきもちをやかれる
現状を踏まえて関わらないといけない
来る人拒まずだが、無理に追わない
自分の学びとなった
作って売れる楽しみを感じた
ものが無駄にならなくなった
お客さんから期待された
自分に合ったペースで働ける
女性が自由にできるお金になる
わずかだが生活の足しになる
直売所を誇りに思う
多くに人で支えあう喜びを感じる
女性が自由を感じられる場所になっている
やりがいがあることへの感謝
参加者のやりがいを支える
人との関わりが元気を生む
良いものを作ることが元気になる
直売所があると頑張れる
体を動かすことが健康的
遠慮しないで生活できる
ボケ防止になる
地元のものを食べることが健康にプラスになる
高い理想を掲げて始めた
過疎に歯止めをかけたい
継続することが大切
地域住民の生活を知る
地域の直売所やお店の現状を把握する
生産物の特徴や流行りを把握する
販売品と販売場所の拡大を考える
資金運営の工夫と拡大が必要
よりよい生産物を提供する責任がある
支援金を使って展開することができる
過疎地でも続けてほしいと言われる
無農薬野菜は扱いが難しい
責任を担う人材が確保できにくい
後継者がいなくて困っている
生産者と顧客をつなぐ手紙や料理法のチラシを入れる
季節の自家製野菜という商品で工夫する
顧客ニーズを把握してサービスを提供する
顧客の立場で商品配置や種類を工夫する
お客相手の仕事を覚える
従業員の仕事に対する経営者の工夫

野菜販売の工夫をはかることで
顧客と生産者をつなぐ

直売所の継続に
努める

直売所を地域おこしの拠点にする

地域全体の動向を把握する
地域の活性化を
願う

直売所の活動を広げる

責任を持って直売所を継続させる

人や地域とのふれあいが生まれる

直売所の存在が生活のよりどころに
なっている

人や地域との
つながりが強まる

新たな生き方や
生きがいが生まれる

健康や元気を実感
する

支援しあえる関係性が生まれる

人を惹きつけられるリーダーがいる

ひと付き合いは難しいこともある

新しい体験はやりがいを生む

自分のペースで働き、わずかだが
お金になる

直売所がやりがいになるありがたさ

直売所と関わることで元気で
いられる

健康を保てる
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なった」「いいの（出荷物）ができて、買って
くれる人がいるので、それが生きがい」と、
作って売れる楽しみを感じたりお客さんから
期待されたりと、楽しみや生きがいを感じて
いた。このように、会員が直売所に関わるこ
とでの［新しい体験はやりがいを生む］機会と
なっていたことがわかった。
　また、女性が働く職場として［自分のペー
スで働き、わずかだがお金になる］体験とな
っていた。「家からも近いし、学校のことや
何か用事があれば調整してもらったり、働き
やすい場所です」と都合に合わせた勤務が可
能であったり、「ここでの売り上げを頼りに
しているわけではないですが、自分のお金な
ので娘にも何かを買ってやれるのはうれしい
です」と、自由になる金銭が手元に入る喜び
を感じていた。
　そして、「高い理想を掲げて出発した直売
所です」「新会員が入って、会員が300人く
らいで、こんなに多い直売所は他にはない」
と語り、理想を持ち多くの人が会員である直
売所に関われていることを誇りに感じていた。
さらに、「私が勤めていた時は思い描いてい
たのとは違う生活だった。不満じゃないけれ
ど、でもどうしようもなかった。今の女性は
こうやって自分たちでいくらでも生活を変え
られる」「（直売所とかかわっていることで女
でも）自由に家を出たり入ったりできるから、
今が一番」と、直売所の関わりが女性の新た
な生き方や自立の一助となっていた。また、
「皆さん来て、何らかのやりがいがあってこ
こに見えるよね。それがすべてです」と語り、
［直売所がやりがいになるありがたさ］を感じ
ていた。
３）【健康や元気を実感する】
　直売所と関わることで、健康の保持にも良
い影響を受けていると感じていた。「話をす
ることが元気のもとですね。気持ちのはけ口
になっているというか」「私と夫の生活を充
実させてくれているのも意欲からだと思いま

す。よいものを作る意欲が毎日を充実させ
る」との語りから、精神的な健康につながっ
ていると感じ、また、「ここへ来ることによ
って、お年寄りが元気でいられるって、それ
が一番のポイントですね」と、高齢者にとっ
て活力を得る場となっていることがうかがえ
た。また、身体的な［健康を保てる］とも感じ
ていた。「何もやらないでいたら、やはり体
も鍛えられないし、健康的じゃない」「直売
所も、生活リズムを作るのに、たいへん役立
ってます」「ぼけないでいられるのも、直売
所のおかげだからってね」と語られ、直売所
との関わりが体を動かすことやぼけ防止など
健康面でのプラスになっていると感じていた。
４）【地域の活性化を願う】
　［直売所を地域おこしの拠点にする］思いを
持って活動を進めてきたことが語られた。
「ここは、当初から設立の理念というか、地
域とのつながりを大事にしてきたんで」「（こ
こが）地域おこしの拠点であることは、間違
いありません」と、この直売所は当初から地
域とのつながりを考えて運営されていた。そ
して、人口が増える要素が見出しにくい地域
で、［地域全体の動向を把握する］活動をしな
がら、直売所がどのような役割を果たせばよ
いかを試行錯誤していることがうかがえた。
例えば、中小企業活性化支援金などの公的な
資金を活用した取り組みや、大規模なスーパ
ーでの直売コーナー、駅構内の土産物販売所、
地元の温泉への出荷など、［直売所の活動を
広げる］取り組みをしていた。
５）【直売所の継続に努める】
　この直売所が地域に貢献する存在になるた
めには、［責任を持って直売所を継続させる］
ことが重要であり、質の良い品物の確保や、
スタッフ間での責任を共有する働きかけもさ
れていた。「品質には注意しています。お客
に買ってもらって、見てもらうものですから
傷はないか、虫はついていないかには注意し
ています」との語りや、「お当番に来ている若
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い子に『責任もってやってくんない？』ってい
うと、みんなやだっていうんですよね。だか
ら同じ加工でも責任者になるとね。手伝いに
はきますけど、責任ある仕事はやだよって」
と、会員同士で責任を共有する働きかけもさ
れていることがわかった。
　また、様々な工夫をしながら運営している
ことが示された。「俺は出す（出荷する）。だ
から、その中に手紙とかを書いて入れて『こ
んな風にやってます』ということをやれば、
向こうも、美味しかったとか…まあ関係性は
作れると思うんだけど」と顧客に働きかける
工夫をしたり、「ほうずきなんかはあまり作
る人いなくて。都会の人はよく知っているわ
けですよ。レストランに出すとワンパックで
1000円とかそのくらいで、出るわけだ」と、
都会の顧客を意識した品ぞろえに取り組んだ
りと［野菜販売の工夫をはかることで顧客と
生産者をつなぐ］取り組みがされていた。

Ⅳ．考察　

　直売所を通じて【人や地域とのつながりが
強まる】【新たな生き方や生きがいが生まれ
る】、そして【健康や元気を実感する】という
3つの変化をもたらしていた。そして、【地
域の活性化を願う】思いが3つの変化を可能
とし、3つの変化の好循環がさらに【地域の
活性化を願う】という思いを推進していた。
また、これらの循環を維持するためには、経
営者を中心とする会員は【直売所の継続に努
める】ことが重要であると考えられた（図1）。
　考察では、初めに3つの変化について論述
し、【地域の活性化を願う】というビジョンの
重要性、最後に【直売所の継続に努める】必要
性について論述する。

１．人とのつながり、生き方や生きがいは健

康と関係する。

　人のつながりと健康について島貫ら（2007）

は、ボランティア活動参加を通じての人との
かかわりがその人の健康にポジティブな影響
を与えていたと報告している。また、生きが
いと健康については、星ら（2009）は、日々の
生きがいが多いほど主観的健康観が高まった
と述べている。さらに、人のつながりと生き
がいの関連について近藤, 鎌田（2004）は、女
性については日々の活動量の多い人のほうが
生きがい感は大きく、80歳以上で生きがい
に関連する重要な項目は社会的外向性であっ
たと述べている。以上のように、人との関わ
りや生きがいは健康に影響を及ぼし、生きが
いはまた、人とのつながりにより得られると
いった相互の関係を持っており、今回の研究
から得られた3つのカテゴリ【人や地域との
つながりが強まる】【新たな生き方や生きが
いが生まれる】【健康や元気を実感する】も、
相互に関連しあいよい循環をもたらしている
と考えられた。
　人口減少傾向にある地域において、住民に
良い変化を生じさせていた要因の一つに、農
産物直売所という場が影響していると考えら
れる。農産物直売所は地元で収穫した野菜や
果物、花などを直接販売する場であり、そこ
に出荷している住民にとって「自給農作物の
余剰が販売できる」「規格や数量に拘束され
ずに出荷できる」（辻, 2007）等のメリットの
ように、おすそ分けの精神でできる。また、

図１　直売所に関わって生じた変化
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農業は定年がないため、今まで積み上げてき
た農業の知識や工夫がそのまま活用できる。
農産物の直売所は日頃携わっている農業の延
長上に存在しているため参加しやすく、また、
地元であることで昔からの人間関係の風土や
地域性を承知して関わっていける意味で、直
売所は気軽に参加できる場である。また、住
民にとって新たな刺激をもらう場になってい
た。例えば、良いものをつくる工夫など教え
あうことで役割を感じたり、自分のうまくい
かないことを教えてもらったりと、農業を通
じての学習の場として存在していた。そして、
良い農産物ができることでともに喜びを感じ
られることなども、やりがいにつながる。特
に、長い間農業に関わってきた高齢者はその
知識や工夫をより活用できる場となり、斉藤
（2008）が述べているように、直売所での他人
の役に立つという体験は高齢者の生きがいに
結びつくと考える。
　一方、女性が直売所を通じて社会参加する
ことは、地方における女性の活動範囲を広げ
ることにつながっていくと考えられる。「私
が勤めていた時は思い描いていたのとは違う
生活だった。今の女性はこうやって自分たち
でいくらでも生活を変えられる」と語られて
いるように、女性が自分の意志で自由に生産
し販売できることは、女性の新たな生き方を
経験する場となる。長野県健康長寿の要因分
析（長野県健康長寿プロジェクト・研究事業
研究チーム, 2015）によると、65歳以上の男
性の就業率は平均寿命及び健康寿命との間に
有意な正の相関が認められており、また、女
性においては社会活動・ボランティア参加率
と健康寿命との間に正の相関が認められてい
る。農村における直売所は、その存在を通じ
て住民が仕事を持つことや、社会活動に携わ
る機会を作ることとなり、その地に住む住民
ひとりひとりの心身の健康に寄与する資源の
一つになると考えられる。

２．直売所を地域の活性化の拠点としたいと

いうビジョンを持つ

　今回調査したA直売所は、20年前の開設
時から地域活性化の拠点となる基本方針を明
記して取り組んできた。このようなビジョン
を持って進めてきた活動であるからこそ、人
とのつながりや生きがい・やりがいとなり、
健康につながる変化を起こしていると考える。
理念やビジョンを描くことは、目的を明確に
し、活動の質に影響を与える（宮﨑, 2003）。
また、住み続けられる街づくりという永続的
な目標を持った経済活動は、住民の将来の世
代の暮らしを持続可能な形で改善する方向に
進んでいくと言われている（国連開発計画, 
2015）。A直売所もまた、地域の活性化をビ
ジョンに掲げ、会員同士がビジョンを共有し
て活動を実施していた。人がつながり、人に
生きがいを与え、健康に影響を与えていく循
環は、このビジョンの存在が大きいと考えら
れた。そして、直売所においてビジョンの共
有や生きがいやりがいを体験した会員が活動
していくことで、会員は直売所の存在の在り
方や重要性を理解し、直売所への思いをまた
新たに認識するという循環の中で、その地域
や住民に合った特有なネットワークが構築さ
れていく関係性が存在することが示唆された。

３．活性化の拠点となるために必要な直売所

の運営・継続

　農産物直売所を通じた地域の活性化を図る
ためには、その拠点となる直売所の運営を継
続させる必要がある。しかし、理念を継続し
ながら直売所を運営していくことは容易なこ
とではない。佐藤, 齊藤, 若山, 芳賀（2016）は、
コミュニティにおける住民のエンパワメント
の変化に影響を及ぼす存在として、地域への
影響力が強いリーダーと一般から選出された
コアメンバーの存在は大きく、取り組みの広
がりや継続性を支える一因になると述べてい
る。A直売所を立ち上げたリーダーは、会員
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が共有できるビジョンを掲げ、そして伝えな
がら経営を継続するという役割を果たしてい
たと考える。また、インタビュー対象者が全
員地区の役員を経験していたが、その経験が
地域活性化を意識することに貢献した可能性
がある。
　多賀谷, 北山, 深山, 那須, 吉村（2011）は、
グループで農業活動を進めていくためには地
域のアイデンティティの強さも大きな要素で
あると述べている。直売所が地域と密着した
存在となり、その継続を可能にするためには、
常に地域の情勢を見据えながら、課題を探り、
地域にあった進め方を模索していくことが必
要である。また、井上, 渡辺（2015）は農村部
の特性について、「農業から生み出される資
源を上手に生かすという地域の知恵が集積さ
れているという特性を持っている」と述べて
いる。そのように考えると、農産物直売所は、
地方の農村地域におけるソーシャルキャピタ
ルを醸成するためのネットワークの強まりを
可能にする場であると考える。

４．研究の限界

　本研究結果は、開設当初から地域の活性化
という基本方針を掲げ取り組んできたA直
売所を対象としたもので、他の直売所に適応
できるものではない。しかし、地域で長期間
運営を継続してきたA直売所の特性は、地
域づくりに貴重な情報を提供するものと考え
る。
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